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○学力検査場
桜ヶ丘共通教育棟�掲示板 (検査場の案内と注意事項)
桜ヶ丘共通教育棟１階����������������������

本学への交通機関� 市営バス18番線大学病院経由桜ケ丘行 大学病院前下車� 鹿児島交通バス14番線大学病院行 大学病院前下車� 鹿児島交通バス19番線紫原桜ヶ丘行 大学病院前下車� 鹿児島交通バス 鴨池港桜ケ丘東口線 大学病院前下車� 市電谷山線脇田電停下車､ 徒歩約20分又はシャトルバス桜ヶ丘行 大学病院前下車� ＪＲ指宿枕崎線宇宿駅下車､ 徒歩約20分又はシャトルバス桜ヶ丘行 大学病院前下車



��������������
１. 保健学科の沿革

本学科は､ 平成10年10月に設置された新しい学科で､ 平成11年度の入学生が初年度です｡ 前身

は､ ３年制の医療技術短期大学部であり､ 昭和60年に設置され､ 昭和61年から平成10年まで13回

生までを受け入れ､ 平成13年３月をもって終了しました｡ 沿革をたどると､ 明治41年の県立看護

婦養成所に始まり､ 昭和33年国立移管により医学部附属看護学校､ 助産婦学校､ 保健婦学校とな

り､ その後医療技術短期大学部となった古い歴史をもっています｡ 皆さんは､ 保健学科平成22年

４月入学生と同学年で勉強することになります｡

２. 保健学科の特色

保健学科は､ 豊かな人間性､ 優れた医療技術能力､ 国際的感覚､ 教育的指導能力､ 独創的研究

能力などを備えた人材の育成を理念に掲げ､ カリキュラムを組んでいます｡ 看護師､ 保健師､ 助

産師､ 理学療法士､ 作業療法士を養成する大学であり､ 看護学専攻､ 理学療法学専攻､ 作業療法

学専攻の３専攻があり､ それぞれ４､ ２､ ２の８講座の大講座制となっています｡

３. 保健学科の教育内容���とは､ 人間の健康をあらゆる面から保持し増進するための援助を科学的に探究する学問
分野であり､ 看護学専攻では､ 看護師､ 保健師養成の科目を必修とし､ ３年次より助産師養成の

科目を選択で取れるようにカリキュラムを組んであります｡ 講座は､ 総合基礎看護学､ 臨床看護

学､ 母性・小児看護学､ 地域看護・看護情報学の４講座からなり､ それぞれの専門的教育を行い､

研究分野は９に分かれており､ 分野別並びに協同的研究を並行して行っています｡ 特に､ 看護情

報学は日本ではじめての講座であり､ 在宅看護などコンピュータを駆使して､ 教育と研究開発を

目指しています｡ 実習は大学病院を中心に､ 公立病院､ 私立病院､ 老人保健施設､ 訪問看護ステー

ション､ 保健所､ 市町村保健センターなど､ さらには離島地域でも行っています｡�����とは､ 主に身体の機能障害者に対して､ 運動機能回復のための運動療法および疼痛
や循環障害の改善のために水､ 光線､ 超音波､ 電磁波などを利用した物理療法などを探究するこ

とであり､ 理学療法学専攻では､ ４年間で理学療法士養成の科目が組んであります｡ 講座は､ 基

礎理学療法学と臨床理学療法学の２講座があり､ 理学療法学の基礎となる人体構造機能や疾患病

態及び理学療法の実践としての理論と技術について教育と研究を行っています｡ 実習は大学病院

をはじめ県下各地の国公私立病院や､ リハビリテーション施設などを利用して行っています｡�����とは､ 身体や精神に障害のある人に対して､ 望ましい身体機能や精神機能を引き出
すために､ 食事､ 洗面､ 着衣､ トイレなどの日常生活動作や絵画､ 手芸､ 木工､ 陶芸､ 織物､ 園

芸､ 音楽､ スポーツ､ レクリエーションなどの作業活動を用いて治療・指導・援助する方法など

を探究することであり､ 作業療法学専攻では４年間で作業療法士養成の科目を組んであります｡

講座は､ 基礎作業療法学と臨床作業療法学の２講座があり､ 前者は作業療法学の医学的基礎知識

や心身の機能障害について､ 後者は臨床に密接した方法・技術について､ 教育と研究を行ってい

ます｡ 実習は､ 県内だけではなく､ 九州各地の病院や施設でも行っています｡

入学時より､ ３専攻とも共通教育科目として教養､ 外国語､ 情報科学などを約１年半で学び､

―�―



同時に専門支持教育科目､ 専門教育科目を修得し､ 臨床実習を行う４年一貫教育のカリキュラム

です｡ 現代の医療は､ 医師をはじめ医療スタッフすべての協力によるチーム医療のもとに全人的

アプローチ､ 自立への援助が求められており､ 各専攻共通の科目も組んであります｡

編入生の皆さんは､ 前の学校で修得した科目では不足する共通教育科目､ 専門支持科目､ 専門

科目を､ 原則として２年間で修得することになります｡

専門科目は､ 看護学専攻では､ 保健師､ 助産師の受験資格を得るための科目が設定されていま

す｡ 保健師の課程は必修で全員修得する必要がありますが､ 助産師の課程は選択で､ 状況に応じ

て人数制限があります｡

理学療法学専攻と作業療法学専攻では､ 殆どの専門科目は履修ずみですが､ 本学の卒業のため

の所定の単位を修得しなければなりません｡

４. 国家試験受験資格

看護学専攻に編入学した学生は､ 本学の指定した科目を取得すれば保健師の国家試験受験資格

が得られます｡��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
５. 卒業後の進路

本学科を卒業すると､ 看護学専攻は学士 (看護学)､ 理学療法学および作業療法学専攻は学士

(保健学) の学位が与えられます｡ 更に､ 国家試験に合格すると､ それぞれの資格で病院などの

医療機関､ 福祉施設､ 企業や行政機関等の関係分野で専門職に就くことができます｡ その他大学

や専門学校の教育施設や研究施設にも就職できます｡

また､ 進学希望者は､ 本学あるいは他の大学の修士課程にも進学できます｡

６. 本学科のアドミッションポリシー

21世紀の保健､ 医療､ 福祉を担うあなた達には､ 次のような資質が求められます｡

①人を愛し､ 病める人のいたみを理解できる人

②保健や医療に深い関心を持ち､ 医療専門職への強い意欲のある人

③チームワークに必要な協調性をもつ人

④保健学を学ぶために､ 幅広い基礎学力を有する人

⑤探求心があり､ 物事に積極的に取り組むことができる人

⑥地域社会や国際社会に関心のもてる人

看護学専攻､ 理学療法学専攻､ 作業療法学専攻では､ 意欲あふれる入学生をお待ちしておりま

す｡

―�―
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看 護 学 専 攻 10人 理学療法学専攻 ５人

作業療法学専攻 ５人������������������� 編入学の時期は､ 平成24年４月１日とします｡� 編入学年次は､ ３年次とし､ 原則として修業年限は２年です｡� 編入学後は､ 出身学校での修得科目 (単位) に応じて本学科が定めた認定基準に

より当該専攻の定める卒業要件の単位として認定を行います｡� 編入学生の卒業要件は､ ２年以上在学し､ 入学時に認定された単位と併せて当該

専攻の定める卒業要件を満たすように､ 不足する単位を修得する必要があります｡

なお､ 出身学校の単位修得状況により､ 本学科当該専攻の卒業要件単位として単

位の認定数が少ない場合､ ２年の修業年限を超えることがあります｡������
１. 看護学専攻に出願できる者は､ 次のいずれかに該当する者� 大学又は３年課程 (全日制) 短期大学の看護系学科を卒業した者又は平成24年３

月卒業見込みの者 (注１参照)� ３年・４年課程 (全日制) 専修学校専門課程の看護学科を修了した者又は平成24

年３月卒業見込みの者 (注２参照)

２. 理学療法学専攻に出願できる者は､ 次のいずれかに該当する者� 短期大学において理学療法の関係学科を修了した者又は平成24年３月卒業見込み

の者 (注３参照)� 専修学校専門課程において理学療法の関係学科を修了した者又は平成24年３月卒

業見込みの者 (注３､ ４参照)

３. 作業療法学専攻に出願できる者は､ 次のいずれかに該当する者� 短期大学において作業療法の関係学科を修了した者又は平成24年３月卒業見込み

の者 (注５参照)� 専修学校専門課程において作業療法の関係学科を修了した者又は平成24年３月卒

業見込みの者 (注４､ ５参照)

注１ 保健師助産師看護師法 (昭和23年法律203号) 第21条一号に該当する者をいう｡
注２ 保健師助産師看護師法 (昭和23年法律203号) 第21条二号に該当する者をいう｡ ただ
し, ２年課程は含まない｡

注３ 理学療法士及び作業療法士法 (昭和40年法律137号) 第11条一号又は二号に該当する
者をいう｡

注４ 専修学校専門課程の修了者とは､ 文部科学省が定める基準 (修業年限２年以上で､
かつ､ 課程の修了に必要な総時間数が､ 1�700時間以上であること｡) を満たす課程の
修了者で､ 学校教育法第56条に規定する大学入試資格を有する者をいう｡

注５ 理学療法士及び作業療法士法 (昭和40年法律137号) 第12条一号又は二号に該当する
者をいう｡

―�―



������� 出願方法

出願者は､ 出願に必要な書類等を取りそろえ､ 本学所定の封筒を用い､ 書 留 速

達 郵 便で出願してください (持参も可)｡

出願を受理したときは､ ｢受験票｣及び ｢受験者心得｣を送付します｡

｢送付先｣

〒890�8544 鹿児島市桜ヶ丘八丁目35番１号
鹿児島大学医歯学総合研究科等学務課医学教務係���099 (275) 6721� 出願期間������������������������������������������������������������ 出願に必要な書類等

―�―

出願書類等 該当者 摘 要

１ 入学志願票 全 員 本学所定の用紙

２ 受験票・写真票 全 員

本学所定の用紙
出願前３ヶ月以内に撮影した上半身､ 脱帽､
正面
縦４㎝・横３㎝の写真を指定の欄に貼りつけた
もの

３ 志望理由書 全 員 本学所定の用紙

４
検定料 30�000円
(検定料納付確認票)

全 員

綴じ込みの払込取扱票を使って､ 郵便局の受付
窓口で払い込むこと｡ その際､ 払込取扱票の※
印欄は必ず記入すること｡ なお､ 郵便局での取
扱時間は､ 午前９時から午後４時｡ ＡＴＭでの
払い込みはできません｡
また､ 払い込み後､ 郵便振替振込受付証明書
(お客さま用) を検定料納付確認票に貼付して
提出してください｡������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

５
卒業 (見込) 又は
修了 (見込) 証明書

全 員 出身学校長 (学部長) が発行したもの

６ 成績証明書

全 員 出身学校長 (学部長) が発行し､ 厳封したもの

看護学専攻出願者
で在学中の者

評点欄に､ 現在履修中及び履修予定の科目につ
いては○印を付してください｡



注) 出願書類等により志願者から提出された個人情報については､ 独立行政法人等の保有する
個人情報の保護に関する法律 (個人情報保護法) に則り､ 本学入学者選抜・合格発表､ 追跡
調査及びこれらに付随する事項並びに入学後の学務業務における学籍・成績管理､ 修学指導
等､ 授業料の債権管理を行うためのみ利用し､ 他の目的には利用しません｡������
入学者の選抜は､ 次の ｢学力検査､ 面接｣ で行います｡

１) 学力検査� 専門科目

看 護 学 専 攻……基礎看護学､ 在宅看護論､ 成人看護学､ 老年看護学､ 小児看護

学､ 母性看護学､ 精神看護学 (ただし､ 専門基礎科目に関わる

内容を含む｡)

理学療法学専攻……基礎理学療法学､ 理学療法評価法､ 理学療法技術論､ 臨床理学

療法 (ただし､ 解剖学､ 生理学､ 病理学､ 運動学を含む｡)

作業療法学専攻……基礎作業療法学､作業療法評価学､作業治療学､地域作業療法学� 外国語(英語)……３専攻共通

(辞書の持ち込みは不可)

２) 面接

次の形態で面接を行います｡

＊受験者数によっては､ 面接形態､ 面接時間及び受験者数を変更することがあります｡�����������
１) 配点は､ 次のとおりとします｡

―�―

７ 受験票等送付用封筒 全 員
本学所定
郵便番号・住所・氏名を記入し､ 350円切手を
貼付

８ 宛名シール 全 員
本学所定
郵便番号・住所・氏名を記入

面接形態 面接時間 受験者数 面接員数 評 価 内 容

集団面接＊ ３０分＊ ３人＊ ３人
医療人としての人間性､ 編入
学の動機､ 学習意欲等をみる

専 攻 名 専 門 科 目 外国語 (英語) 面 接 合 計

看 護 学 専 攻 200 100 100 400

理学療法学専攻 200 100 100 400

作業療法学専攻 200 100 100 400



２) 合否の判定は､ 合計得点と各科目の合格最低得点基準により行います｡� 合計得点により順位付けを行い合否を決定します｡

合計得点が同点の場合は､ ①専門科目､ ②面接の得点が高い順に順位付けを行い

ます｡� 各科目の合格最低得点基準

○看護学専攻

試験の得点が次の１～３の条件を満たしていない場合には､ 合計得点にかかわ

らず不合格とすることがあります｡

１. 専門科目：看護学専攻を受験した者の平均点の60％以上であること｡

２. 面接：看護学専攻を受験した者の平均点の60％以上であること｡

３. 外国語 (英語)：編入学試験の全受験者の平均点の60％以上であること｡

○理学療法学専攻､ 作業療法学専攻

試験の得点が次の１～４の条件を満たしていない場合には､ 合計得点にかかわ

らず不合格とすることがあります｡

１. 専門科目：得点が40％以上であること｡

２. 面接：得点が40％以上であること｡

３. 外国語 (英語)：編入学試験の全受験者の平均点の60％以上であること｡

４. 合計得点が総点の60％以上であること｡��������������
�������������� 試験に関する注意事項は､ 試験前日の午後２時に桜ヶ丘共通教育棟１階に掲示する

ので､ 確認してください｡� 受験に際しては､ 受験票を必ず持参してください｡� 受験者は､ 試験開始30分前に指定された場所に集合してください｡� 出願書類受理後は､ 出願書類の内容変更は認めません｡� 受理した出願書類は､ 理由のいかんにかかわらず返還しません｡� 検定料については､ ４.出願手続の�出願に必要な書類等４の①､ ②の場合を除き､
いかなる理由があっても返還しません｡� その他受験等に関する照会は､ 鹿児島大学医歯学総合研究科等学務課医学教務係

(���099 (275) 6721) へ照会してください｡
―�―

月 日 試験科目 時 間 試 験 場

８月19日 (金)

【専 門 科 目】 9：30～11：00
鹿児島大学医学部

保健学科
【外国語(英語)】 11：30～12：30

【面 接】 13：30～



�������
平成23年９月９日 (金) 午前10時 (予定)

桜ヶ丘共通教育棟１階に合格者の受験番号を掲示するとともに､ 合格者本人に合格通

知書を郵送します｡

また､ 本学医学部のホームページにより確認することもできます｡

(アドレス ���������������������������������)
なお､ 電話等による合否の問い合わせには一切応じません｡��������������
入学手続書類等は､ 合格通知書と一緒に送付するので､ 下記の期日の間に必着するよ

う郵送するか､ 医歯学総合研究科等学務課窓口で入学手続きを行ってください｡� 入学手続の日時

平成23年９月26日(月) ～ ９月27日(火) (９：00～17：00)� 入学料等納付金

ア. 入学料 282�000円
イ. 授業料 267�900円 (前期分) (年額535�800円)
※ 授業料の納付方法は､ 申請により希望する銀行又は郵便局の口座からの自動引

落しになります｡

※ 在学中に授業料改定が行われた場合は､ 改定時から新授業料を適用します｡

※ 入学料､ 授業料については､ 申請により免除される制度があります｡ 又､ 入学

料の徴収が一定期間猶予される制度もあるので､ 事前に詳細を学生部学生生活課

(���099 (285) 7033) に照会してください｡� 提出書類

ア. 受験票

イ. 宣誓書 (本学所定) １通

ウ. 保証書 (本学所定) １通

エ. 卒業・修了証明書及び成績証明書 (卒業・修了見込で受験した者のみ) １通

オ. 外国人登録済証明書 (日本に居住する外国籍の者) １通

カ. シラバス

出身学校のシラバスを添付してください｡ 各授業科目名及び単位数､ 授業時間

数が明記されていること｡ (コピーの場合は一冊のファイルにしてください)

キ. その他� 入学手続期間中に入学手続を完了しなかった場合は､ 入学を辞退したものとして取

り扱います｡��������
追加合格を行う場合は､ 追加合格者に対して9月28日(水)以降､ 志願票に記載された

連絡場所に電話で連絡するので､ その際確実に連絡がとれるように措置を講じておいて

ください｡

―�―



���������
次により､ 開示請求期間中に開示します｡� 解答が一義的な場合は､ 正解・解答例を開示します｡� その他の場合は､ 出題意図等を開示します｡

開示請求期間は10月３日(月)～10月31日(月)までの間とし､ いずれの日も9時から

17時までとします｡ (ただし､ 土・日曜日・祝日を除く｡)�������������������
｢試験成績 (総合得点・順位)｣ を開示します｡� 請求者は鹿児島大学医学部保健学科第３年次編入学の受験者に限ります｡

(代理人による請求は認めない｡)� 開示請求期間は10月３日(月)～10月31日(月)までの間とし､ 窓口ではいずれの日も

9時から17時までとします｡ (ただし､ 土・日曜日・祝日を除く｡) 郵送による請求

も同期間のみとします｡� 開示方法は､ 鹿児島大学医歯学総合研究科等学務課窓口あるいは郵送で行います｡

なお､ 窓口での開示は本学の ｢編入学受験票｣ を必ず持参してください｡ また､ 郵

送による開示請求を行う者は､ 次の①～③を取り揃えて､ 封筒の表に ｢入試情報開

示請求｣ と朱書きし､ 必ず ｢書留郵便｣ で請求してください｡ ただし､ 開示期間中

の消印のあるものに限り受け付けます｡

① 入試情報開示請求書

(様式は右記のとおり)

② ｢編入学受験票｣

③ 返信用封筒 (長形３号の封筒に380円分

の切手を貼付し､ 自分の宛先を明記した

もの)

【請求先】

〒890�8544
鹿児島市桜ヶ丘八丁目35番１号

鹿児島大学医歯学総合研究科等

学務課医学教務係� 当該年度分のみを開示し､ 過年度分の開示は

行いません｡

―�―

【郵送による場合の様式】 Ａ４用紙

入試情報開示請求書
平成 年 月 日

鹿児島大学医学部長 殿

請求者 住 所

電 話

氏 名

医学部保健学科第３年次編入学

受験専攻名 ○○○○専攻

受験番号 ○○○○

私の入試情報について､ 下記のとおり開示を請求します｡

記

試験成績 (総合得点・順位)
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志 望 専 攻

専 攻

※

受験番号

ふ り が な
男
・
女

生 年 月 日
昭和
平成

年 月 日
氏 名

出 願 資 格

昭和・平成 年 月

国立・公立・私立
大 学
短期大学部 学科 ４年課程(全日制・定時制) 卒業･卒業見込
短 期 大 学 科 ３年課程(全日制・定時制) 修了･修了見込
専 修 学 校

履

歴

事

項
(

高
等
学
校
卒
業
以
降)

学

歴

年 月 都 道 府 県 高等学校卒業

・

・

・

・

・

・

職

歴

・

・

・

・

・

免許・

資格等

・ (免許番号 )

・ (免許番号 )

・ (免許番号 )

現 住 所

〒

電 話 ( ) －
携帯電話 ( ) －

受 信 場 所

〒

電 話 ( ) －
携帯電話 ( ) －

(注) １. ※欄は記入しないこと｡

２. 出願資格欄の ( ) 内の全日制・定時制は該当するものに○を付すこと｡

ただし､ 看護学専攻は対象外のため記入しないこと｡

３. 受信場所は合格通知を受ける場合の本人の居所を記入すること｡

(本学からの連絡はすべてこれによる｡)

��� ���
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受 験 番 号

＊
写 真

縦４㎝×横３㎝

写真の裏面全部に

糊づけのこと
フ リ ガ ナ

氏 名

備考 １ ＊印は記入しないこと｡
２ 受験の際は､ 本受験票を必ず提示すること｡

切 り と ら な い こ と�������������������������� � �
受 験 番 号

＊
写 真

縦４㎝×横３㎝

写真の裏面全部に

糊づけのこと
フ リ ガ ナ

氏 名

備考 １ ＊印は記入しないこと｡



� � � � � 受 験
番 号

＊

志願専攻 専攻 氏 名

100

200

300

400

500

600
１. ＊印欄は記入しないこと｡
２. 黒又は青色のボールペンで志望理由を600字以内で記入すること｡ (横書きとする｡)
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振込方法

１ 検定料振込用紙 (朱書) の学部志願者学部名､ 学科名､ おところ､ おなま

え (フリガナ)､ 電話番号を黒のボールペンで正確に記入してください｡

また､ ご依頼人・通信欄の､ ���に○を付してください｡
２ ������������������郵便普通為替証書・現金では納付
できません｡

また､ ＡＴＭ (現金自動預入払出機)､ インターネット等での振込もでき

ません｡

３ 振込後 ｢郵便振替払込受付証明書 (お客さま用)｣����������������を ｢検定料納付確認票｣ に貼付してください｡
また､ 払込票は各自で保管してください｡

留意事項

検定料が振込まれていない場合､ ｢郵便振替払込受付証明書 (お客さま用)｣

が貼付されていない場合､ ｢郵便振替払込受付証明書 (お客さま用)｣ に受付

局日附印がない場合は､ 入学願書の受理はできません｡


